
１　現状と課題

２　事業目的

３　予算のポイント・主な取組（当初予算又は補正予算時の実施予定）

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　事業コスト （単位：千円、人）

R4年度

① 指標なし

0 3,355 △ 72

重点目標

総合的に展開

する重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進

事業番号 09 01 01 事業改善シート（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

「第３期長野県食と農業農村振興計画」に位置付けた目標の達成に向け、頻発・激甚化する気象災害や新型コロナウイルス感染症

対策、脱炭素社会の構築などの新たな課題や社会・経済情勢の変化を踏まえ、施策を着実に実施していく必要がある。

長野県食と農業農村振興審議会及び地区部会を開催し、施策の実施状況などに対し意見を聴取し、「第３期食と農業農村振興計

画」の達成に向け、食と農業・農村の振興に係る施策を着実に進めていく。また、次期計画の方向性などについても意見を聴取し、策

定に向けた検討を進めていく。

①　食と農業農村振興審議会及び地区部会の開催

単位
R2年度 R3年度

決算額区分

No. 指標名

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）との対応関係

E-mail
事　業　名 食と農業農村振興審議会経費

部局 農政部 課・室 農業政策課

実施期間 H18 ～ nosei@pref.nagano.lg.jp

実績 実績 推移

R4年度

目標値

達成

状況
設定理由

R4年度

実績 推移

　　現計画は2018年度（平成30年度）を初年度とし、2022年度（令和４年

　度）を目標とする５か年の計画となっている。

　　令和４年度は、今後の食と農業・農村の振興に係る施策を着実に推進すると

　ともに、新たな課題や社会・経済情勢に対応する次期計画の策定に向けた検討

　を進めていくため、審議会及び10広域における地区部会を開催し、地域の農業

　者や有識者等から幅広く意見を聴取する。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食と農業農村振興審議会の開催の様子

3,283

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

3,283 1,881 0.1

予算額

954 0.1

R2年度 0 936 0 936 936 775 0.1

R3年度 0 1,260 0 1,260 1,260



６　主な取組実績と成果

７　成果指標の達成状況に関する要因分析

８　今後の事業の方向性

「長野県食と農業農村振興審議会」の開催

事　業　名 食と農業農村振興審議会経費

事業番号 09 01 01 事業改善シート（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

「第３期長野県食と農業農村振興計画」に基づき県が実施する施策の実施状況や今後の施策展開に係る意見聴取を行うため、審

議会及び地区部会を開催した。

審議会の開催数5回、10広域における地区部会の延べ開催数20回

指標なし R3年度推移 R4年度推移指標① 達成状況

農政部部局 課・室 農業政策課

(1) 令和４年度の取組実績、成果指標の分析及び県民の意見等を踏まえた課題

(2) 翌年度以降の事業改善の方策

審議会や地区部会において出された意見を基に今後の農業政策の展開方法などの検討に役立てるため、より意見がでる工夫が必要。

審議会や地区部会において活発な意見をいただけるよう事前資料を１週間前に提供できるよう徹底する。



農政部 課・室 農業政策課

令和４年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

954

事　業　名 食と農業農村振興審議会経費

事業番号 09 01 01 細事業一覧（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

1

細事業

No.
細事業名

食と農業農村振興審議会経費

No.

1

1,881

千円千円千円

R4年度

決算額

R3年度

決算額

R2年度

決算額

775

部局

細事業を構成する主な取組

食と農業農村振興審議会

実施方法

直接

「第３期長野県食と農業農村振興計画」に基づき県が実施する施策の実施状況

や今後の施策展開に係る意見聴取を行うため、審議会及び地区部会を開催した。

審議会の開催数5回、10広域における地区部会の延べ開催数20回


